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の霜ぐ関 して 右 ,f2,丁- でその系の特性を頚わすわけであるO 今
系が熟的なしげきをうけて居るという事は既に不規則入力が存在して居るわ
けで ,出力は系のゆちぎとして測定されるoLたがって系のゆちぎを知れば ,
系の特性を知る事が出来る｡特に系を /linear に限定すれば ,いわゆ.る
fiuctuatio三シーdissipation theorem が得られるわけであるoこの思
想に沿って fluctua-tion-dissipation theoremを formulateする
事で non-1inearな系の場合への一般化が可能であると思われるO
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調和振動子系としての格子振動の間竃はハ ミル トンの頃か らの随分古い問
題であって ,力学系としては知 りつ くされた問題であるO それが比較的最近
になってもうー琵新たな興味をもって叡上げられたのは ,ノルウェーの








その時間平均が ,殆んどすべての軌道について ,位相平均と 1/hT(Nは菖
由麓)の orderでしか違わないことを示したOそして事実 ,Microcano-
nicai あるいは Canonicalな分布をしている格子系の中の特定の 1粒子
を着 目している以上 ,その粒子の速度は初期値がいかにあろうとも,自由度
が大 きくなった極限では ,i-ocで Maxwellの速度分布に近づ くことを示
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振動子系の力学過程
した ｡ すなわち ,この議論は測度可遷性という厳密なエルゴード定理によら
な くても ,自由度の大きい系での平衡噂への近迫はもつと寛容な物理的条件
としてエルゴ- ド問題を立てなおせるという1つの示唆を与えているように
思えるo i)上で調べ られた特定の粒子の速度の平衡分布-の近道の仕方は ,
もちろんマルコ7時ではない Q ところが格子が質量の異なった粒子を 1伺含
むとき ,その質量.が非常に重い場合に ,その粒子の速定分布の時間的変化が
ある時間領域でマルコフ的性質を示し ,Brown 粒子としての振舞いをする
可能性があることを示した｡ これは Brown運動のダイナ ミカルな問題 とし
ての基礎ずげとして興味ある問題である｡ i) また ,1次元格子で半分は混
在T半分は温鑑T′という初期アンサンブルをとり,これの時間発露を力学的
に追ってゆくと,やはりN-- ,i--でェネルギ ーは等分配され ,全体が







が示したo IWontroll は i)の間置に対して速度分布の時間発展をさらに
詳しく調べ ,ポアンカレーの再帰時間を expiicitな形で計算したo i-)










当時われわれのグループ昼不完全結晶の time independent な問題に
興味の中心があったので ,･この方面の問題に目を向けたのは時期が少し遅れ
たOけれども,第 3回の研究会以後この方面の問題に対しても,少か らずグ


















に 1つ 1つ問題を厳密な型で調べてゆくというのが ,今われわれがもってい
る1つの課題である｡まだ出発したばか りであるが ,今後の研究会をふみ台
にして間題が前進してゆくことを願っています｡
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